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平成２４年第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会臨時会会議録
平成２４年６月２７日第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会臨時会を大仙市大曲交流センター
第１研修室に招集した。

１．平成２４年６月２７日（水）午後２時００分 開会
１．平成２４年６月２７日（水）午後２時４０分 閉会

１．出席した議員は次のとおりである。
１番 鎌田 正 ２番 杉沢千恵子 ３番 佐藤峯夫 ４番 髙橋 猛
５番 渡邊秀俊 ６番 橋本五郎 ７番 伊藤邦彦 ８番 伊藤福章
９番 佐藤芳雄 １０番 橋村 誠 １１番 田口喜義 １２番 澁谷俊二
１３番 大山利吉 １４番 千葉 健 １５番 青柳宗五郎 １６番 熊谷隆一

計 １６名
１．欠席した議員は次のとおりである。

計 ０名

１．地方自治法第１２１条の規定により会議に出席した者は、次のとおりである。
管理者 栗林次美 副管理者 門脇光浩 副管理者 松田知己
副管理者 鎌田榮治 監査委員 深澤廣 消防長 伊藤和美
消防次長 菅原達美 大曲消防署長 佐々木浩 角館消防署長 田口智大
消防本部総務課長 三浦肇 角間川更生園長 樫尾正義
介護保険事務所長 藤井直樹 管理課長 堂本義則 角間川更生園参事 久米勇太郎
管理課主幹 久米 正 管理課主査 奈良ルミ子 管理課主査 九島芳謙

１．会議の書記は、次のとおりである。 管理課 奈良ルミ子

１．本会議に提出した議案は、次のとおりである。
（１）報告第１号 専決処分報告について

（平成２３年度大曲仙北広域介護保険特別会計補正予算（第４号 ））

（２）議案第13号 大曲仙北広域市町村圏組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

（３）議案第14号 財産の取得について（高規格救急自動車）

（４）議案第15号 財産の取得について（ＣＤ－Ⅰ型消防ポンプ自動車）

（５）議案第16号 財産の取得について（災害対応特殊消防ポンプ自動車）

（６）議案第17号 平成２４年度大曲仙北広域市町村圏組合一般会計補正予算(第１号)

（７）議案第18号 平成２４年度大曲仙北広域角間川更生園特別会計補正予算(第１号)

（８）議案第19号 平成２４年度大曲仙北広域介護保険特別会計補正予算(第１号)
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議 長 （鎌田正君）

これより平成２４年第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会臨時会を開会いたしま

す。

管理者から招集のあいさつがあります。管理者。

管理者 （栗林次美君）

はい。

本日、平成２４年第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会臨時会を招集いたしました

ところ、議員各位におかれましてはご参集をいただきまして、誠にありがとうござい

ます。

今次臨時会でご審議をお願いいたします案件は、補正予算の専決処分報告１件、条

例案１件、財産の取得に関する単行案３件、補正予算３件の合計８件であります。

専決処分させていただいた補正予算につきましては、介護保険システム改修事業の

平成２３年度内完了が困難となったことから、繰越明許の手続きをとらせていただい

たものであります。

この後、各案件につきまして事務局に説明させますが、よろしくご審議のうえご承

認賜りますようお願い申し上げます。

この場をお借りいたしまして、当組合の諸般の状況について若干ご報告させていた

だきたいと存じます。

消防関係についてでありますが、はじめに、４月１１日に発生しました角館消防署

中仙分署の救急車追突事故について、ご報告とお詫びを申し上げます。この追突事故

は、患者を搬送中、大仙市四ツ屋字上前村地内におきまして、救急車を運転していた

５０歳代の職員が、突然の体調不良から意識がもうろうとなったため、近くの駐車場

に危険回避しようとして停車中の乗用車に追突したものであります。幸い、この追突

事故による搬送患者の容体悪化や怪我人はなく、その後、大曲救急隊により病院へ搬

送されております。昨年１２月に行った健康診断の結果では、業務遂行上全く問題な

いと産業医から報告を受けており、事故当日も普段と変わりなく業務を行っていたも

のであります。

事故後直ちに全職員に対し消防業務の特殊性を再認識し、非番には十分休養をとる

とともに、体調に不安のある職員は、早期に医療機関で受診するよう指導徹底したと

ころであります。

この追突事故に関しましては、議員の皆様をはじめ、圏域住民の皆様に消防業務に

対する不安を与えたことについて深くお詫びを申し上げます。

次に、４月３日から４日にかけて被害をもたらした爆弾低気圧における消防活動に

ついてご報告いたします。

３日午後９時頃より風が強くなり、４日午前２時過ぎ、消防本部の観測で瞬間最大

風速３９メートルと猛烈な風を観測しております。その後、長時間風が吹き荒れたた

め、建物の倒壊やトタンの剥離等で助けを求める１１９番通報が相次ぎ、その数は１
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９７件に上っております。

３日から警戒態勢をとっていた消防本部では、４日未明から全員を招集して警戒活

動とトタン剥離等に伴います危険排除活動を延べ１３８件行っております。

次に、山菜採りによる行方不明者の捜索活動についてご報告いたします。

毎年６月には、山菜採りによる行方不明者が多数発生し、当広域消防本部では地元

警察署の要請に応え捜索活動に当たっております。活動件数は例年１０件程度に上り

ますが、本年はこれまで捜索活動場所で申しますと、仙北市５件、大仙市１件の合わ

せて６件発生しております。

このうち２件の事案は、警察官はもとより、市職員や消防職員、さらに地元消防団

員など多数の関係者が合同で捜索活動を行い無事保護いたしましたが、残念ながら大

仙市民１名、仙北市民１名、美郷町民１名、秋田市民１名の４名の方については、未

だ発見されていない状況であります。

次に事業関係について申し上げます。

今年度予定しております西仙北分署配備の消防ポンプ自動車及び角館消防署配備の

災害対応特殊消防ポンプ自動車の購入についてでありますが、去る６月７日に６社に

よる指名競争入札を行っております。

また、協和分署配備の高規格救急自動車の購入につきましては、当広域消防におけ

る高規格救急自動車の配備体制を勘案して、車種をトヨタ車に限定したところ、県内

に取扱業者が１社しかないことから、随意契約の方法により去る６月７日にこの業者

から見積徴取を行っております。

これらの車両購入に係る予定価格が、議会の議決が必要な額を超えているため、本

日の臨時議会に財産の取得に係る単行案として上程させていただいておりますので、

よろしくご審議をお願いを申し上げます。

次に、消防救急無線のデジタル化整備事業についてでありますが、今年度は、昨年

度実施した基本設計をもとに実施設計を行うこととしており、去る６月７日に４社に

よる指名競争入札を行い、基本設計業務を施行した同じ業者の、山形県村山市所在の

株式会社三和技術コンサルタントが１千８７９万５千円で落札しております。

次に、本年度の消防職員採用試験についてであります。構成市町の７月１日号広報

や、広域ホームページでもお知らせいたしますが、９月２日に大仙市ふれあい体育館

を会場として一次試験を実施いたします。募集期間は７月２日から８月１日までの１

か月間とし、昨年度までの上級、初級、初級救急救命士に加え、今年度から救急救命

士職務経験者区分を設け、合わせて１０名程度を採用する予定であります。

次に、斎場関係について申し上げます。

去る３月２５日に、都市計画決定上、移転改築事業に関する意見を募るための住民

説明会を開催したところ、建設用地付近の住民を中心に６名が参加し、公害対策につ

いて若干の質問がありましたが反対意見等はなく、了解をいただいております。

また、６月８日には大仙市都市管理課による都市計画変更の原案公表に係る住民説
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明会を開催しております。この後、７月に開催される都市計画審議会を経て、８月１

日は都市計画変更の決定及び告示がなされる見込みであり、当初の計画通り順調に推

移しております。

また、５月には指名型簡易プロポーザル方式による火葬炉設備納入業者の選定を行

い、議員各位には取り急ぎ通知でお知らせしておりますが、５月３１日付で新潟市に

本社を置く「富士建設工業株式会社」が選定されております。

６月４日には、建設用地の地形・路線・用地測量業務委託に係る指名競争入札を行

い、大仙市大曲住吉町の「株式会社風間設計」が落札し、６月６日から８月３１日ま

での期間で契約を締結しております。

また、建屋部分の基本設計業務につきましては、１１業者を指名して、２社又は３

社の共同企業体を結成しての指名型簡易プロポーザル方式により業者の選定を行うこ

ととしており、プロポーザル提案書の提出を要請したところであります。

なお、本臨時会終了後、議員全員協議会を開催していただき、ただいま申し上げま

した「中央斎場移転改築事業」の進捗状況の詳細についてご報告申し上げたいと存じ

ますので、よろしくお願いいたします。

次に、角間川更生園について申し上げます。

同園は県の指定を受け、本年４月１日より「障害者自立支援法」に基づき、知的障

害者入所更生施設から障害者支援施設に移行し運営しております。

、 、移行前には保護者への説明会を行い ３月には利用者との契約もスムーズに行われ

日中活動である「生活介護」と夜間の居住施設としての「施設入所支援サービス」を

問題なく展開していると報告を受けております。

移行後の職員の勤務体制につきましては、２月開催の議会定例会においてご説明申

し上げましたが、新たに６名の臨時支援員を採用し、宿直勤務から夜間勤務への変更

に係る対応や日中活動の支援員の確保、また、入浴時の安全確保等、利用者へのサー

ビス低下を招かぬよう努めているところであります。

当園は平成２５年度から、社会福祉法人水交会に事業を移行し、法人化する計画で

あります。

先般、水交会理事会が開催され事業移譲に係る協議を進めることについて承認をい

ただいたところであり、この後、土地・建物の登記登録や保護者の皆様への説明など

諸手続を進めていく予定であります。

最後に、介護保険について申し上げます。

平成２４年３月分データによる現況でありますが、管内６５才以上の第１号被保険

者は、４万４千６４４人、要介護認定者数が８千８７９人、サービス利用者数が７千

３７４人であり、前年同期比で第１号被保険者が２３８人、率にして０．５％の増、

介護認定者が４３４人、率にして５．１％の増、サービス利用者が３９１人、率にし

． 、 、 ．て５ ６％の増となっており この結果 第１号被保険者の認定率は１９％から１９

９％へ、そのうちサービス利用者の割合は、８２．７％から８３．１％へそれぞれ上
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昇しております。

また、本年４月より第５期の計画期間に入っており、保険料につきましては、制度

導入以来最高となる月額１千３００円の引上げで、５千８８０円の基準額となりまし

た。住民の皆様に対しましては、お手元に配布しております「わかりやすい利用ガイ

ド」を新たに作成しており、構成２市１町の７月１日号の広報紙と一緒に全戸配布さ

せていただくとともに、７月上旬に予定している平成２４年度介護保険料決定通知の

送付の際には、基準額の改正理由やよくある質問と回答等、Ｑ＆Ａ方式の解説文章を

同封し、ご理解を得られるようにしてまいりたいと考えております。

、 、 、 、次に 管内にある訪問介護事業所が 県による実地指導の際 不正請求等が疑われ

、 。 、その後の監査の結果 事業所指定取消の処分を受けております 取消になる事業所は

大仙市高梨字水里にあります訪問介護事業所「いきいきケアセンター」であります。

取消理由は、訪問介護計画の未作成等による運営基準違反や実際に訪問介護サービス

を提供していない介護報酬を不正に請求し、受領した等の不正請求、また、監査時の

質問に対する虚偽答弁によるもので、指定取消年月日は平成２４年７月１０日であり

ます。

現在介護保険事務所では、当事業所の訪問介護を利用している施設入所者にサービ

ス提供が滞ることのないよう、事業者間の指導及び調整を行っているところでありま

す。

なお、詳細につきましては、この後の議員全員協議会においてご報告申し上げたい

と存じますので、よろしくお願いいたします。

以上、招集のあいさつ並びに諸般の状況についてご報告申し上げましたが、今後と

も圏域住民並びに議員各位のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げまして、

招集のあいさつと諸般の報告とさせていただきます。

議 長 （鎌田正君）

これより本日の会議を開きます。

出席議員は、定足数に達しております。

本日の議事は日程第１号をもって進めます。

日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。会議録署名議員は、会議規則第６

、 、 、 、 、 、 、７条の規定により 議長において １０番 橋村誠君 １１番 田口喜義君 １２番

澁谷俊二君を指名いたします。

日程第２「会期の決定」を議題といたします。

お諮りいたします。今期臨時会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが、こ

れにご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

よって、会期は本日１日と決定いたしました。

日程第３「議長報告」をいたします。

「 」 、平成２３年度 大曲仙北広域市町村圏組合繰越明許費繰越計算書 が管理者から
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「平成２３年度 例月出納検査結果報告書」が監査委員から提出されましたので、こ

れらを別添お手元に配布のとおり報告いたします。

日程第４「報告第１号 専決処分報告について（平成２３年度大曲仙北広域介護保

険特別会計補正予算（第４号 」を議題といたします。））

提案理由の説明を求めます。堂本管理課長。

管理課長 （堂本義則君）

はい、議長。

議 長 （鎌田正君）

はい、堂本管理課長

管理課長 （堂本義則君）

「報告第１号 専決処分報告について」をご説明申し上げます。

本件は、平成２３年度介護保険特別会計予算において、介護保険システム改修事業

の年度内完了が困難となったことから、繰越明許費の設定が必要となり、係る予算の

専決処分について報告するものであります。

平成２３年６月に、本年４月からの介護サービス基盤強化のため、改正介護保険法

が成立しており、２月２２日開催の第１回議会定例会においてシステム改修に係る予

算の補正を承認していただいております。

しかし、国からの改正内容に関する公示が遅くなったことから、改修の着手も遅れ

たものであります。

このため、事業委託業者より契約変更の申出があり、３月３１日付で７３５万円の

繰越明許費予算を専決処分させていただいたものであります。

なお、今月末には作業が完了する見込みであります。

以上、報告第１号についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議のうえ、ご承

認賜りますようお願い申し上げます。

議 長 （鎌田正君）

これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより、討論に入ります。

討論ありませんか。

（討論なしの声）

討論なしと認めます。

これより「報告第１号」を採決いたします。

本案は原案のとおり承認することに、ご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。
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よって本案は、原案のとおり承認されました。

日程第５「議案第１３号 大曲仙北広域市町村圏組合火災予防条例の一部を改正す

る条例の制定について」を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。堂本管理課長。

管理課長 （堂本義則君）

はい、議長。

議 長 （鎌田正君）

はい、堂本管理課長

管理課長 （堂本義則君）

「議案第１３号 大曲仙北広域市町村圏組合火災予防条例の一部を改正する条例の

制定について」をご説明申し上げます。

消防法上の危険物を貯蔵し又は取り扱う施設や、周囲の住民等の安全確保のために

は、火災危険性を有するおそれのある物質について、必要に応じて危険物として規制

をする必要があります。

今般、主に酸素系漂白剤として一般家庭向けに市販されている漂白剤や除菌剤、消

臭剤等に含まれる「炭酸ナトリウム過酸化水素付加物」が新たに危険物第１類に追加

されたことに伴い、平成２４年７月１日以降、指定数量以上の当該危険物を貯蔵し、

又は取り扱う場合等は消防法で、指定数量の５分の１以上指定数量未満は火災予防条

例で規制することになっております。

新たに規制を受ける方の経済的負担等を軽減するため、配管に関する事項や容器の

表示に関する事項、一定数量を超えない場合の取扱いや届出に関する事項について経

過措置を設け、附則に規定する条例の一部改正を行うものであります。

なお、一般家庭向けにホームセンターや薬局等で販売されている物は、純度が低い

ため規制の対象にはならず、純度の高い物を多量に扱っている工場などは、秋田県内

にはないとのことであります。

以上、議案第１３号をご説明申し上げましたが、よろしくご審議のうえ、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。

議 長 （鎌田正君）

これより、質疑に入ります。

質疑ありませんか。

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより、討論に入ります。

討論ありませんか。

（討論なしの声）

討論なしと認めます。

これより「議案第１３号」を採決いたします。
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本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

よって本案は、原案のとおり可決されました。

日程第６「議案第１４号 財産の取得について」

日程第７「議案第１５号 財産の取得について」

日程第８「議案第１６号 財産の取得について」の３件を一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。堂本管理課長。

管理課長 （堂本義則君）

はい、議長。

議 長 （鎌田正君）

はい、堂本管理課長。

管理課長 （堂本義則君）

「議案第１４号から第１６号までの「財産の取得について」を一括してご説明申し

上げます。

この３件の「財産の取得について」は、消防車両整備計画に基づく消防車両の購入

であります。いずれも予定価格が２千万円を超えるため「議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得又は処分に関する条例」第３条の規定に基づき、議会の議決をお願い

するものであります。

始めに 「議案第１４号 財産の取得について」をご説明申し上げます。、

取得する財産は、協和分署に配備する「高規格救急自動車」１台であります。

協和分署に配備してある２Ｂ型救急自動車は、購入後９年しか経過しておりません

が、医療機関への搬送距離が秋田市など圏域外も含め広範囲に渡っており、また、高

速道路で救急事案が発生した場合にも出動し対応していることから、走行距離が１７

万１千キロを超えております。

今般、救急救命士の養成・配属にも目処がついたことから、２Ｂ型に替え、新たに

高規格救急自動車を配備しようとするものであります。

国内で高規格救急自動車の主要販売メーカーは、トヨタ自動車と日産自動車の２社

でありますが、当組合が所有している救急車１１台は全てトヨタ社製であり、車両の

耐久性、構造装置の堅牢、さらに走行性と操作性は、職員からも定評があるところで

あります。

また、当組合の救急車１１台のうち３台は高規格救急自動車であり、救命事案が発

生した場合は、２Ｂ型救急車とランデブーやドッキングで救命対応しているのが現状

であります。

日産車にすると、車両と担架の構造上、トヨタ車の救急車からストレッチャーの載

せ替えができず、救命対応に支障が生じることから、県内においてトヨタ社製救急車

を販売している唯一の代理店である「秋田トヨタ自動車」と、３千２０２万５千円で
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随意契約をしようとするものであります。

次に 「議案第１５号 財産の取得について」をご説明申し上げます。、

取得する財産は、西仙北分署に配備する「ＣＤ－Ⅰ型消防ポンプ自動車」１台であ

り、購入後１４年が経過し、老朽化が著しいうえ、車両部品の調達も難しくなってき

たことにより更新しようとするものであります。

山林火災や車両火災など、水利確保の困難な場所での初期消火態勢を確立するため

に、６００リットルの水槽と、消火薬剤を泡状にして放射させるキャフス装置を備え

たものを購入しようとするものであります。

議案説明資料５ページのメーカー名と業者名の一覧表をご覧願います。

消防車両を製造している主要メーカーは、日本ドライケミカル・モリタ・日本機械

工業・ジーエムいちはら工業の４社であり、いずれもシャシ・ぎ装・無線装置等の一

括発注が可能であり、耐久性・信頼性・操作の利便性に大差はございません。

この４つのメーカーの販売代理店の中から、秋田市以南の６社を選定し、６月７日

に指名競争入札を行った結果、湯沢市の株式会社高義商会と、こちらはモリタの代理

店でございますけれども、金額３千２４４万５千円で購入契約を締結しようとするも

のであります。

次に 「議案第１６号 財産の取得について」をご説明申し上げます。、

取得する財産は、角館消防署に配備する災害対応特殊消防ポンプ自動車１台であり

ます。

現在、角館消防署に配備されている救助工作車は配備後１８年が経過しており、老

朽化が進んだことにより更新しようとするものであります。

角館消防署管内の面積は当管内の半分以上を占め、田沢湖・玉川地区を抱えている

ため、山岳救助事案も多数発生しております。

また、角館や田沢湖の観光地も抱え交通事故等も多く発生しており、救助工作車が

、 、救急車とペアで出動し事案対応にあたっておりますし 車両火災の危険がある場合は

さらに消防ポンプ自動車を出動させる必要があり、勤務員が少ない角館消防署にとっ

ては、負担が大きいものであります。

これらを解消するため、救助用資機材や山岳救助用器具を搭載し、ポンプ車の機能

も兼ね添えた「災害対応特殊消防ポンプ自動車」１台を新たに購入しようとするもの

であります。

このような特殊消防車両の製造主要メーカーは、日本ドライケミカル・モリタ・日

本機械工業・平和機械・ジーエムいちはら工業の５社であり、いずれもシャシ・ぎ装

・無線装置等の一括発注が可能であり、耐久性・信頼性・操作の利便性に大差はござ

いません。

この５つのメーカーの販売代理店の中から、故障時にも迅速な対応が可能な秋田市

以南の６社を選定し、６月７日に指名競争入札を行った結果、秋田市の株式会社相場

商店と、金額６千３００万円で購入契約を締結しようとするものであります。
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以上、議案第１４号から第１６号までを一括してご説明申し上げましたが、よろし

くご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

議 長 （鎌田正君）

これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより、討論に入ります。

討論ありませんか。

（討論なしの声）

討論なしと認めます。

これより「議案第１４号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

よって本案は、原案のとおり可決されました。

これより「議案第１５号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

よって本案は、原案のとおり可決されました。

これより「議案第１６号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

よって本案は、原案のとおり可決されました。

日程第９「議案第１７号 平成２４年度 大曲仙北広域市町村圏組合一般会計補正

予算(第１号)」

日程第１０「議案第１８号 平成２４年度 大曲仙北広域角間川更生園特別会計補

正予算(第１号)」

日程第１１「議案第１９号 平成２４年度 大曲仙北広域介護保険特別会計補正予

算(第１号 」の３件を一括議題といたします）

提案理由の説明を求めます。堂本管理課長。

管理課長 （堂本義則君）

はい、議長。

議 長 （鎌田正君）

はい、堂本管理課長。

管理課長 （堂本義則君）
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それでは、議案第１７号から第１９号までの平成２４年度６月補正予算について、

ご説明申し上げます。

議案説明資料６ページの総括表をご覧願います。

平成２４年度最初となる今回の補正予算につきましては、一般会計が１７５万３千

円、角間川更生園特別会計が４９７万１千円、介護保険特別会計が８，７７９万１千

円のいずれも増額で、合計では９，４５１万５千円の増額となり、補正後の予算総額

を１８７億４，８９５万４千円とするものであります。

はじめに、議案第１７号 平成２４年度大曲仙北広域市町村圏組合一般会計補正予

算（第１号）についてご説明申し上げます。

補正予算書の１ページをお開き願います。議案説明資料は７ページとなります。

今回の補正は、総務費は増額、消防費については組替補正を行うものであり、歳入

歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１７５万３千円を増額し、補正後の総額をそれぞ

れ２６億６，７７１万５千円とするものであります。

予算の内容について歳入からご説明いたします。補正予算書は６ページをご覧願い

ます。

７款繰越金は、１７５万３千円の増額であり、歳出の総務費が増額となったことに

より、前年度繰越金も同額を増額するものであります。

次に、歳出についてご説明いたします。補正予算書は７ページとなります。

２款総務費は１７５万３千円の増額であります。社会福祉法人水交会への派遣職員

１名が平成２３年度末をもって早期退職したことから、退職手当にかかる総合事務組

合負担金に特別負担が生じたことから、予算措置をお願いするものであります。

５款消防費は組替補正であります。新規採用職員の採用辞退や病気怪我等による休

職、救急救命士の病院研修期間が重なったことによる人員不足への対応のため、元消

防職員５名を臨時職員として雇用しており、そのための賃金及び社会保険料を、人件

費と電話料に見込まれる不用額を組み替えて計上するものであります。

次に 議案第１８号 平成２４年度大曲仙北広域角間川更生園特別会計補正予算 第、 （

１号）についてご説明申し上げます。

補正予算書は１０ページ、議案説明資料は８ページとなります。

今回の補正は、事務費、共同生活援助事業費について増額するものであり、歳入歳

出予算の総額に歳入歳出それぞれ４９７万１千円を追加し、補正後の総額をそれぞれ

２億７，４３２万２千円とするものであります。

歳入からご説明いたします。補正予算書は１５ページをご覧願います。

１款自立支援費は、４６２万４千円の増額であります。これは平成２３年度まで実

施していた「福祉・介護人材の処遇改善事業」における助成金相当分が平成２４年度

からは自立支援費の中の処遇改善加算として新たに創設されたことによるものであり

ます。

６款繰越金は、３４万７千円の増額であります。これは、歳出に計上しました建物
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登記料、新規導入するシステムリース料の財源の一部として、前年度繰越金を充当す

るものであります。

次に、歳出についてご説明いたします。補正予算書は１６ページとなります。

１款事務費は、４６８万９千円の増額であります。歳入で説明しました処遇改善加

算を財源として、臨時職員に一時金として支給する賃金及び社会保険料を予算措置す

るものであります。なお、この加算について示された時期が今年度４月となったこと

から補正予算での対応となったものであります。さらに、平成２５年度からの法人運

営移行に向けた経費として、財産譲与のための建物登記料と、法人で新たに導入する

支援費請求・法人会計システムと同じものを導入するための借り上げ料を計上してお

ります。

３款共同生活援助事業費についても１款事務費と同様に、グループホーム世話人に

一時金として支給する賃金等を予算措置するものであります。

次に、議案第１９号 平成２４年度大曲仙北広域介護保険特別会計補正予算（第１

号）についてご説明申し上げます。

補正予算書は１７ページから、議案説明資料は９ページとなります。

今回の補正は、総務費と諸支出金を増額するものであり、歳入歳出予算の総額に歳

入歳出それぞれ８，７７９万１千円を追加し、補正後の総額をそれぞれ１５８億６９

１万７千円とするものであります。

歳入からご説明いたします。補正予算書は２２ページとなります。

８款繰越金は、８，７７９万１千円の増額であり、総務費、諸支出金にそれぞれ計

上した介護保険システム改修費と支払基金返還金の財源として、前年度繰越金を充当

するものであります。

次に、歳出についてご説明いたします。補正予算書は２３ページとなります。

。 、１款総務費は３９３万８千円の増額であります これは住民基本台帳法が改正され

外国人住民が台帳に組み入れられることから、現在稼働している介護保険システムも

それに対応させる必要があり、その改修費を計上するものであります。

７款諸支出金は８，３８５万３千円の増額であり、平成２３年度の精算にかかる社

会保険診療報酬支払基金への返還金を予算措置するものであります。

返還金の内訳でありますが、介護給付費分が７，９０７万３，７５１円、地域支援

事業分が４７７万９，４０１円となっております。

以上、議案第１７号から第１９号までの平成２４年度６月補正予算についてご説明

、 、 。申し上げましたが よろしくご審議のうえ ご承認賜りますようお願い申し上げます

議 長 （鎌田正君）

これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより、討論に入ります。
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討論ありませんか。

（討論なしの声）

討論なしと認めます。

これより「議案第１７号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

よって本案は、原案のとおり可決されました。

これより「議案第１８号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

よって本案は、原案のとおり可決されました。

これより「議案第１９号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

よって本案は、原案のとおり可決されました。

以上をもちまして、今期臨時会の日程は全て終了いたしました。

これにて、平成２４年第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会臨時会を閉会いたしま

す。

引き続いて、議員全員協議会を開催いたしますが、暫時休憩いたします。

２時５０分より全員協議会を開会いたします。


